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支銀閣侠形成 支援関係づくり I.受容的態度 2.傾聴的態度 3.共感的態度 4.非指示的態度 5.対等な関係であることの説明 6.自己決定の尊重 7.秘密保持
サ-ビス講整 サービス導入 8.サービス内容 .役割の鋭明 9.重要事項説明書の鋭明
アセスメント 10.ADLの把握 11.家事状況の把握 12.心理的状況の把握 13.できることの把埴 14.価傭鴨や家庭のルールの把握 15.家族状況の把握 16.かかりつけ医に関する情報の把握
17.服薬状況の把握 18.近隣関係の把握
訪問介護計画の作成 19.評糧と目標の明確化 20.ケアプランに沿った計画の作成 21.自立を支援する計画の作成 22.優先順位を明社にした計画の作成 23.豪族と 役割分担を明確にした計画の作成
24.紡間介護計画の脱明
モニタリング 25.利用者との定期的な連絡によるサービス実施状況の把握 26.要望や苦情を話 しやすくする配慮 27.ヘルパーから報告しやすい体制づくり 28.訪問介護計画の修正 29.サービ
ス実施前後の状況の変化を評価
マッチング ヘルパーの選定 30.ヘルパーに対する利用者の希望に配慮 31.病状の変化にE慮 32.関係づくりの田難度
に配慮 33,価値観に配慮 34.複数のヘル パーを派遣することの効果に配慮35.ヘルバ-
を固定することの効果に貞己慮 36.ヘルパ-の選定や派遣体制に関する同意
利用者とヘルパーの関係づくり 37.同行訪問によるサ-ビス講蒙 38.目標とサービス内容をヘルパーに説明 39.引継ぎ雷項をヘルパーに連絡 40.利用者とヘルパーとの関係を把樵41.利用者と家族との関係を把握
ヘルパー支援 苦情対応とスーパービジョン 42.ヘルパー交代希望時に間壇点の把握 43.利用者とヘルパーとの トラブルの対応44.ヘル
パーへの助言 45.ヘルパーの霊膿やス トレスを緩和 46.苦情からヘルパーに気付きを促
す47.カンファレンスの開催 48.ヘルパー間の意見調整
研修体制の整備 49.研修ニ-ズの把握 50.外8B研修-の畿加の促進
連携 ケアマネジャーとの連携 51.ケアプランの内容の理解 52.ケアマネジャーが認JtLたニーズとの差Jtを解消 53.
ケアプランの修正の要請 54.サービス担当者会議の開催を雷請 55.対応できない二-ズ
発生時にケアマネジヤ-と連絡紳l蔓















お け る 統 計 解 析 に は
SPSSIO.0forWindowsを用
いた｡
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表3 コーディネーターの役割に関する主成分分析の結果










































0.07 0.13 0.03 0.16
0.30 0.15 0.13 0.13
-0.02 -0.08 0.14 0.01
0.06 0.03 0.04 0.26
0.日 0.07 0.22 -0.18
0.19 0.06 -0.04 0.10
-0.05 0.09 0.02 -0.06
-0.24 0.27 -0.09 -0.18
-0.03 0.16 0.11 0.10



































0.06 0.14 0.06 0.02
-0.07 0.11 0.14 0.09
0.04 -0.05 0.35 0.10
-0.05 0.13 0.05 0.15
0.13 0.14 0.44 0.33
0.21 0.24 0.36 0.14
0.28 0.09 0.05 0.15 0.17
0.14 0.21 -0.05 0.11 0.07
-0.02 0.05 0.18 0.06 0.17
0.25 0.13 -0.21 0.13 0.21
0.09 0.15 0.04 -0.01 -0.12
0.11 -0.14 0.16 -0.06 -0.08
第4因子 :苦情対応とスーパービジョン (a-0.82)
42.ヘルパー交代希望時に問題点の把堰 0.28 0.09 -0.0 0.7 -0,07 -0.01 0.13 0.06 -0.07 0.06 0.22 0.16
43.利用者とヘルパーとの トラブルの対応 0.27 -0.02 0.0 0.7 0.09 -0.10 -0.06 0.09 -0.10 0.08 0.03 -0.03
46.苦情からヘルパーに気づきを促す 0.01 0.01 0.2 0.7 0.29 0.12 0.09 0.04 0.13 0.24 -0.03 -0,04
48.ヘルパーrIlのJE鼻漬整 0.09 0.ll -0.0 0.7 0.15 0.19 0.27 0.03 0.26 0.00 0.07 -0.01
47.カンファレンスの開催 -0.04 -0.01 -0.0 0.6 0.一o o.29 0.20 0.08 0.31 0.01 0.08 0.34
45.ヘルパーの葛藤やス トレスを緩和 0.11 0.41 0.0 0.41 0.25 0.25 0.13 0.14 0.14 0.02 0.14 -0.15
(養3のつづき)
第1因子 第2回子 羊3回子 第4因子 第5回子 第6因子 第7因子 第8因子 第9因子 第10回子 第11園子 第12EI子






???????? ?ー ?? ????? ?????? ??????
-0.02 0.05 0.08 -0.05
0.28 0.10 0.13 0.25
-0.06 0.17 0.17 -0.10
0.27 0.01 0.17 0.日










































0.25 0.19 0.20 0.13 0.15
0.18 0.15 0.18 -0.01 -0.03
0.19 0.01 0.07 0.15 0.17
????????? ???? -0.06 0.05 0.00 0.03
-0.04 0.04 0.18 0.14
0.23 0.14 -0.05 0.06
畿9団子 :研嶋体制の響儀 (a-0.61)
49.研修ニーズの把握 0.06 0.20 0.11 0.22 0.14 0.00 0.09 0.1






0.15 0.07 0.34 0.18 0.41 0.08 0.03 0.06 -0.03 0.0
0.11 0.28 0.10 0.18 0.25 0.13 0.15 0.07 -0.08 0.01
篇12団子 :聞係穐蘭との遵績 (α-0.63)
17.服薬状況の把握 0.18 0.00 0.31 0.15 -0.04 0.11 0.12 0.31 0.20 0.02 0.01 0.6
61.居宅サービス事業者との連携 0.09 0.13 0.43 0.03 0.14 0.13 0.40 -0.09 0.00 0.22 0.0 0.4
固有値 6.17 4.12 4.00 3.67 3.53 3.44 3.26 2.91 2.15 1.92 1.90 1.81
慕与車 (鶴) 11.42 7.64 7.41 6.79 6.54 6.36 6.03 5.38 3.98 3.56 3.52 3.33
JE積寄与率 (%) 11.42 19.06 26.47 33.26 39.80 46.16 52.19 57.57 61.55 65.11 68.63 71.99
(5)
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ホームヘルプサービスにおけるコーディネーターの役割構造
-サービス提供責任者の実践に焦点をあてて-
鳥海直美,岡田進一,白樺政和
要 旨 :本研究の目的は､ホームヘルプサービスにおけるコーディネーターの役割構造､役割間の関連性､役割実践上
の課題を明らかにすることである｡ 訪問介護事業者のサービス提供責任者387人を対象として自記式質問紙による郵送
調査を実施したところ､有効回答率は54.8%であった｡
先行研究より､5つの機能と12の役割を設定し､62の下位項目を役割実践の尺度とした｡これらを用いて主成分分析
を行った結果､『訪問介護計画の作成とモニタリング』『ヘルパーの選定』『家庭環境の把捉とアドボカシー』『苦情対応
とスーパービジョン』などの12の役割因子が抽出された｡また､『訪問介護計画の作成とモニタリング』は 『家庭環境
の把握とア ドボカシー』などの役割と大きな関連がみられた｡さらに､『研修体制の整備』や 『ヘルパーの選定』など
の役割実践の程度が比較的に低かった｡
これらの結果より､コーディネーターの中核的な役割はケアマネジャーと連携 しながらケアプランを訪問介護計画に
置き換えることであることが示された｡また､利用者と継続的にかかわることによって､利用者の個別なニーズやヘル
パーとの関係性を把握することが可能となり､アドボカシーやヘルパー支援に関する役割実践が促されると考えられる｡
さらに､研修の企画や運営､アセスメント､アドボカシー､ヘルパーの選定などの役割を遂行していく上でコーディネ
ーターの資質に多くの課題があることが示され､これらを補完するための研修カリキュラムの構築が求められる｡
( 10 )
